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序 言 一名称変更のこと一

本 誌 は、前 号 までを 『言語学研究』、英名Linguistic Researchと い った。 この シ

ンプルな名 称 は、響 きは佳 いが 、有名 人の名刺の よ うで、肩書 きも住 所 もな く、

ち ょっ と偉 そ うに み える。 しか し、実 際の と ころ、 あま り有名 では ない。

論文の価値は内容の良 し悪 しによって決まるのであって、掲載誌に拠 るもので

ないことは誰 もが承知 している。いまさら名称変更など自意識過剰の感 もある。

だがこの大きな名称は掲載論文の利用者にしばしば不便を与えてきた。特 に海外

の研究者は引用論文に付 されたLinguistic Researchあ るいはGengogakukenkyuを

探すのに随分苦労す る。論文引用者が発行所を記載 しなかったために起 こるので

あるが、 日本では広 く知れ渡った名称 と思ったからにちがいない。国内でも 『言

語研究』の誤植ではないか、との問い合わせを受けたことがある。20年 も冠 され

た名称だけに若干惜 しい気 もす るが、変更による実害もそ う多 くはなかろ うと判

断 して、本号か ら 『言語学研究』の前に 「京都大学」を立てることにした。素性

を露わに し、一 目で発行場所 と成立基盤 が解 るよ うに した。

 コンピュータの発達によ り今ではほとんど使われな くなったが、かって 「京大

型カー ド」 とい うのがあった。 この 「情報整理カー ド」は11本 の横罫の入った

B6サ イズで使いやす く、京大構内だけでなく全国で(多 分海外で も)売 られて

いた。 『京都大学言語学研究』は名実 ともにローカルであるが,や がて 「京大型

カー ド」の ように広 く一般に利用 される雑誌 に成長することを期待 している。

庄垣内正弘
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「京都大学言語学研究U (20号)の 原稿募集について

「京都大学言語学研究」(20号)の 原稿を募集します0投 稿される方は次の執筆要領によ

りご提出ください。

執筆要領

1。 提出原稿 論文は完全原稿を提出すること。採用論文については後 日フロッピーディスク(Mo

ディスク,CD-Rも 可。機種を明示すること)を 提出する。

(1)原稿枚数 日本語論文は明朝体12ポ イント(1行37字 程度)・35行/ペ ージ,欧 文論文は12

 ポイ ン ト ・35行/ペ ー ジ(1.5ス ペ ー ス程度)で,図 表な どを含 めA4版 用紙30枚 程度 とす る。

(2)原稿 の余 白設 定等 各ペ ー ジ のマー ジ ンを上下左右:30,35,30,30mmと り,ペ ー ジ番 号 を印

 字しないこと。ページ番号1ﾘ.右 下隅に鉛筆で記入する。

(3)タイ トルと氏名 1ページ目はじめにタイ トルと氏名(中 央揃え)を 入れること。タイ トルは14

ポイント太字とする。なお,タ イ トルの上部には2行 分の余白を設け,タ イ トルと氏名の間に1

行分,氏 名 と本文はじまりとの間に2行 分の余白を設ける。

最終ぺ0ジ に氏名(ひ らがな)と 所属を括弧内に入れて右寄せしておく。

             e.g.          (やまだ なにが し,京 都大学)

但し,欧 文論文の場合は最終ページの氏名を漢字書きとし,漢 字表記できないときはカタカナ書

きとする。

(4)注について 注は通し番号をつけ,各 ページの末尾におくか,ま たは論文末に一括しておく。文

 字サイズは10～11ポ イン トとすることが望ましい。

(5)要旨 英文でA4版 用紙1枚 程度の要旨を付ける。タイ トル と氏名の体裁については上記〔3)に準

 ずる。要旨文はじまりの左上部にA㎞ と太字で表記 し,要 旨文はじまりとの間に1行 分の余

 白を設けること。なお,英 文論文の場合は要旨ページにタイ トル と氏名を入れない。

2.採 否 原稿の採否については,編 集委員会で決定させていただきます。

3.原 稿 締切 日2001年8月31日 必着

4.投 稿先 〒606―8501京 都市左京区吉田本町 京都大学大学院文学研究科 言語学研究室

           藩 舌 (075) 753r2862    Fﾘ  (075) 753「2827

5.そ の他 採用された原稿及びフロッピーディスク類は返却いたしません。なお,抜 き刷りの印刷費

 用は原則として投稿者の負担とさせていただきます。ご了承ください。
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編集後記

2000年 度の 『京都大学言語学研究』 (Vo1.19)は 、名称変更を機に編集体制

を一新 し、表紙 の趣 もかえま した。発行に至 るまでには、大勢の方々か ら多大

なご協力 をいただ きま した。この場を借 りて、心より御礼 申しあげます。

次号は、発刊20周 年 を迎え、よりいっそ う、有意義に利用 される雑誌 をめざ

して,努 力を重 ねていきたい と思ってお ります。 ど うぞ よろ しくお願 いいた し

ます。

編集委員長
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